
Ⅴ 自己点検評価委員会報告

平成 16年度の自己点検評価委員会は 15年度と同

じ委員でおこない,15年度当初に立てていた 2ケ年計

画の後半部分について実行した.2ケ年計画では,教員

の研究とそれ以外の教育.社会貢献などを含めた総合

的な活動を検討することを目的とした.15年度は研究

活動に絞り,lSI杜のデータベースを利用した約文引用

敬,citationindexを調べることとした.米紙データベー

スができていたので各発表論文についてのデータ収典

は比較的容易であった.取りまとめた結果は 15年度未

に報告した.16年度は研究以外の項目の点検評価をお

こなうこととした.これらの項目についてはデータが

年報あるいは協議員会議事録などに分散して記録され

ているもの,各教員個人が保存しているものなどまち

まちであったので,まずデータベースの構築をおこな

った.所内のネットワークに r教員活動データベースJ

を構築し,以下の項目について各教員に過去 10年間の

ものについて入力を要請した.年報.協議員会議事録

に載っているものについてはアルバイ トを府用するこ

とにより委員会で入力を進めた.

1)学生の指導

2)非常勤講師

3)特許

4)外部資金

5)学位審査委員

6)講演 ･公開講座講師

7)学会 ･社会活動

8)受賞歴

9)マスコミ･取材協力

10)共同利用研究対応

Il)委員会

これらの項目について多くの教員が整理は不十分

な状態であったと考えられるので,今回のデータベー

ス化により整理 ･保存の体制が整ったことは有意義で

あった.

データベースに入力された各データを収集 し,研

究論文のデータと合わせ,各教員の活動について総合

的な解析をおこなった.解析結果は2005年 4月 15日

に報告した.各教員の活動内容は,研究に盃点をおく,

学生持主馴こ盃点をおく.学外活動に虫点をおく,共同

研究に虫点を匠く,など各教員のあいだでかなりの違

いがみられた.またいずれの項目でも低い値を示す場

合もあり問題であることが指摘された.重点の置き方

は分野でまとまって明確な傾向を示す場合もあったが,

分野内でも連いが大きいところがあった.これは各研

究者の戦略,各分野の戦略が多様であることを示 して

いる.今回の委員会の解析では.どの重点の置き方が

望ましいといった談論はおこなっていない.実際のデ

ータを提示することにより各人が自らの方向性を検討

し今後の参考にしてもらうことに主体をおいたからで

ある.さらに,各教員が長所をアピール していく必要

性,｢義務｣としての仕事 (垂員会活動など)の分担,

研究室 ･分野内での分担,研究所としての戦略の必要

悼,公に出来ない (データベース化できない)戦略を

とる場合の不利益など,今後の検討項目を指摘した.

また元データが無いと何も解析できない.あるいはデ

ータは蓄積されてこそ意味があるとの観点からデータ

ベースの項目の見直しと充実を提案 した.
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